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１.はじめに 

 機械加工において振動は加工精度や安

全性等に大きな影響を与える。その中で

高精度・高能率加工を実現するためには、

機械技術者として振動の基礎について理

解する必要があると考えた。 
 そこで振動実験装置を製作し、装置を

用いて固有振動数、共振点、減衰比およ

び減衰係数の測定、解析をテーマにした。 

２.実験装置の概要 

図1に示す実験装置を製作する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 振動実験装置の略図 

 

2.1 実験項目 

 2.1.1 一自由度非減衰振動 

1.固有振動数測定 

 2.1.2 一自由度減衰振動 

  1.減衰比および減衰係数の測定 

 2.1.3 一自由度強制振動 

  1.共振点の測定 

2.共振曲線、位相曲線の作成 

  3.減衰振動波形の作成 

 

※1 固有振動数とは 

対象とする物体が自由振動を行う際、

その物体に有する特有の振動のこと。 

※2 共振とは 

エネルギーを有する物体が外部から与

えられた振動により固有振動を起こすこ

と。特に外部からの振動が固有振動数に

近い点を共振点という。 

※3 減衰比とは 

 始めにある振動で振動していた物体は

空気抵抗などの影響で次第に振幅が小さ

くなっていく現象のこと。 

 この時、ｎ回目の振動の振幅と、ｎ+1

回目の振動の振幅の比を減衰比という。 

３.バネ定数の求め方 

3.1 実験 

この実験装置の最も重要な機構はバネ

であると考え、選定を行った。 

 

表1 バネの仕様（1） 

巻き数 76 

線径 1.6(ｍｍ) 

外径 15.4(ｍｍ) 

内径 13.8(ｍｍ) 

バネ定数 0.321（N/ｍｍ） 

 

 上記のバネを用いてバネ定数の計算と

実験を行い理論値と実験値を比較した。 
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実験値の式 
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3.2 考察 

 理論値の計算結果と実験値の計算結果

を比較するとほぼ一致した。しかし、伸

びが小さく、実験に不向きと考えたため、

巻き数を増やし、バネ定数を低くするこ

とにした。以上のことから以下のバネを

使用することとし、このバネに合わせて

装置の寸法を決めた。 

 

表2 バネの仕様（2） 

巻き数 228 

線径 1.6(ｍｍ) 

外径 15.4(ｍｍ) 

内径 13.8(ｍｍ) 

バネ定数 0.107（N/ｍｍ） 

 

 

 

４.仕様 

表3 実験装置の仕様 

本体高さ 850（ｍｍ） 

本体幅 300（ｍｍ） 

本体奥行き 300（ｍｍ） 

モータの回転数 8.75～175（min 1− ） 

可動体の 

理論最大振幅 
115.6（ｍｍ） 

加振部の 

理論最大振幅 
8（ｍｍ） 

可動体の周波数 1.47（Hz） 

可動体の 

理論固有角振動数 
4.27（ｒaｄ/ｓ） 

 

 
図2 実験装置の完成図 
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